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ポリプロピレンの熱分解に及ぼすポリマー
一次構造と触媒残渣の影響

畑中知幸 �寺野研究室�

１）緒言 現在工業的なポリプロピレン ����の製造においては脱灰工程が省略化されている。これ
は ��中に残存する触媒残渣の量が ��の物性に悪影響を与えないレベルであるという認識に基づくも
のであるが、しかし一方で酸化防止剤等の添加が必要不可欠とされており、これが無い場合に成形加工
時または使用時において �� は劣化することが知られている。また立体規則性等の一次構造も��の劣
化に大きく関与していることが知られている。しかしこれらの劣化要因についての検討は、そのほとん
どが同時に存在する他の劣化要因を包含した状態で行われており、また高活性型触媒に移行した現在に
おいては、劣化への触媒残渣の影響などはあまり考慮されていない。そこで本研究は ��の熱分解に及
ぼす触媒残渣および立体規則性の影響についてそれぞれ独立に検討することにより、劣化における ��
独自の持つ要因について明確化することを目的とした。

２）実験 触媒残渣の影響を検討するために、試料�� �として��残渣量を多くしたものを、また
試料 	として��残渣量を少なくしたものを調製した。また一次構造の影響について検討するため、試
料
��には高立体規則性、試料 ��
には低立体規則性でそれぞれ分子量の異なるものを調製した。そ
して各試料について空気中 ���℃で所定時間熱処理を行った。なお各試料の分子量は
�	の結果から、
ペンタッド分率は��	����の結果からそれぞれ算出した。また ��中に含有する��残渣の定量は、蛍
光�線分析によって行った。

３）結果 と考 察 熱処理前の��の分子量を��、熱処理後の��の分子量を��とした時の熱処
理による分子量変化の割合 �������を熱酸化劣化の指標として、その��残渣量による影響について検
討した。その結果��残渣量の増加に伴い劣化が進行し、特に��でその傾向が顕著であることがわかっ
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た。このことは高分子量成分の方が熱酸化劣化を受
けやすいことを示唆している。また一方で、��残渣
のほとんど存在しない ��においても劣化が進行し
ていることから熱酸化劣化に対し、��残渣のみなら
ず��の分子構造（一次構造）の影響も少なくない
ことが考えられた。
次に ��の熱酸化劣化に及ぼす一次構造の影響を
明らかにするために以下の検討を行った。低分子量
��について ��������� �� および ������� ��を熱
処理した際の分子量低下は、��������� ��において
��が ����から  ���へと大きいのに対し、�������
��においては ����から !���と小さかった。さら
に高分子量 �� について同様の検討をしたところ、
��������� ��で��が � ���から  ���へと、上述
の低分子量 ��と比較しても大きく劣化したのに対
し、������� ��においては "����が "!���とほとん
ど劣化が認められなかった。以上の結果から ��の
熱劣化は ���������部位で主として起こっていること
が予想されたため、次に #$�%�������� ��において
同様の検討を行ったところ、本条件においてほとん
ど劣化しないことが分った。

�������� ポリプロピレン	 熱酸化劣化	 立体規則性	 分子量	 触媒残渣

����	
��
 �� ���� �� �������
 ��
�����


